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第 170回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『「つながりを生む力」 〜 「変わり種の新しい種を蒔く力」 〜』  

2023 年 4 月 25 日早朝『がん哲学外来さいわいカフェ in 茨城・筑西代表』の海老澤規子氏

から【『がん哲学外来』に出会わせていただいた者同士のつながりを感謝いたします。 樋

野興夫先生の つながりを生む力に感動いたします。 言葉の処方箋の効果が 自分自身の中

でもずっと持続していることや、変わり種の新しい種を蒔く力に なっているような気持ち

がしています。 また、新しい本との出会いをありがとうございます。 『もしも突然、がん

を告知された としたら。』(画像)。 不思議なタイトルとかわいいイラスト、やさしい樋野

先生の似顔絵もステキですね。 読みやすく身近な方におすすめしやすい本ですね。】との

心温まる励ましのメールを頂いた。 大いに感動した。 

 

それから、順天堂大学 ―＞ 新渡戸稲造記念センター ―＞『がん哲学外来メディカル･カフ

ェ＠よどばし』(画像）に赴いた（淀橋教会に於いて）。 会場から約 30 の多数の質問が寄

せられた (下記は抜粋)。 

メンタルを強くするには、何が必要ですか？ 

聞き上手になるのに必要なことは何ですか？ 

新しいことに挑戦していけるようになるには どうしたらいいでしょうか？ 

 

若い時に、良き友、良き師、良き読書と出会える人は とても幸せな人だと思います。 年を取って

からでも、このような出会いはありますか。 靴を履いて出かけたら、出会えるのでしょうか。 

 

思い込みの激しい人が、厳しい困難な現実に追い詰められると、最早 人の声を何も聴けなくなって

しまい、何を言っても 自分を否定されているとしか思えないようで、言われる事をそのまま聞いて 

寄り添うようにしていますが、そういう人のために 他に何か出来る事があるでしょうか。 

 

悪気なく長話をする人に対して、どのように時間を切ればよいでしょうか。 それとも終わるまで聴

くのがよいのでしょうか。 

筆者は、全力を尽くして答えた。 大変有意義な充実した貴重な時となった。 
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